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１．目 的 
 大阪湾広域臨海環境整備センターは、埋立地護岸の生物生産性を向上させるために、エ

コ護岸を泉大津沖埋立処分場に設置した。エコ護岸とは環境に配慮した構造を持つブロッ

クで、上部に割石を入れた藻場テラス、下部に魚類を蝟集させる 5 空間と模擬海藻ロープ、

タコツボとアナゴの巣穴、餌料生物を付着させる壁面で構成されている（第 1 図）。当研

究所は、同センターの依頼を受け、エコ護岸が当該海域の環境下で機能し、魚類等を蝟集

させる効果があるかについて調査を行った。 

 

２．方 法 

 調査は、平成 21 年 8 月～22 年 3 月に大津

川河口にあるエコ護岸と直積護岸・スリット

護岸・消波ブロック護岸で、また平成 22 年 6

月～23年 1月に泉大津埋立地の先端部にある

エコ護岸・スリット護岸・透水堤において実

施した。水中テレビカメラ（毎月）と潜水（隔

月 4 回）による魚類蝟集調査を行うとともに、

水環境・底質・付着生物・漁獲調査を実施し

た。これらの結果から、周辺の既存護岸との

比較を行ってエコ護岸の効果を評価し、魚類の蝟集を高める要件について考察した。 

 

３．結果および考察  

 二ヵ所のエコ護岸とも、魚類やその他の生物を蝟集・生育させる効果は明瞭でなかった。

河口域にあるエコ護岸の藻場テラスでは、割石が波で動くため海藻が生育しなかった。魚

類用空間では模擬海藻ロープに管棲ゴカイの棲管が密集し、魚が泳ぐスペースが狭まり、

秋に管棲ゴカイが落下して空間が空くと、肉食者であるスズキが占拠したため、小型魚の

生息が妨げられていた。また、棚やＵ字ブロック、タコツボが置かれた空間でも、時々ク

ロダイが見られる程度で魚の利用が少なかった。なお、タコツボとアナゴの巣穴について

は、生態が考慮されていないため、両種の利用は見られなかった。 

 周辺護岸で魚類の蝟集が多かったのは、河口では消波ブロック護岸と底面が開放された

スリット護岸で、スズキやクロダイ、キチヌが多く見られた。沖側では透過堤の護岸にス

ズキやクロダイ、ウミタナゴ、メバル、イシダイの群れが見られ、その他の魚も多く観察

された。こ う し た 場 所 は 潮 通 し が 良 く 、構 造 物 に よ り 周 辺 よ り や や 照 度 が 低 く な

る 程 度 で 、 暗 く な り す ぎ る こ と の な い 場 所 で あ っ た 。 護 岸 に 魚 類 を 蝟 集 さ せ る

た め に は 、 浅 い 場 所 で は 緩 傾 斜 の 消 波 ブ ロ ッ ク や 、 深 い 場 所 で は 照 度 が 下 が る

程 度 の 桟 橋 的 な 護 岸 が 効 果 的 で あ る と 考 え ら れ た 。  

第 1 図 エコ護岸の構造 




